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桃　の　薬　剤　摘　果　に　関　す　る　試　験（節1報）

上野勇・原田良平・井上重雄

（福島県陸l諌）

この試験は桃栽培にかいて収怪に次いで労力の要する

摘果作業を，薬剤で行うことによって労力を節税し，労

働生産性の向上をはかろうという目的で，農林省園芸試

験場が中心となり，その連絡試験として行ったものであ

る．過去においてもナフタリン酢駁，ジイニトロ化合物，

クロロ工PC等の化学薬品を使用して試験を行った乗積

がある．しかし貰聾や過度の摘果のために望ましい結果

が得られていない．

挿果剤には，花器即ち碓芯，雌芯に傷害を与えて雌雄

の機能を停止させ，結果を不能とする薬剤と，ホルモン

的を作用をなして果実と果犀に離層を生じさせて，落果

を生じさせる藁剤とがある．

第1年員の昭和36年症に，直接剤としてDN剤のド

ルマント，コロマイト，ホルモ／剤としてA C PPeach

thln：辺Z，ナフタリン酢投を使用した．そして第2年

日には第1年月の結果から期待出来そうをドルマント，

A C P Peach thin滋2，ナフタリン酢酸，それに新た

俊1試験結果
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に3CI）を加えて試験を行った．

1．　A C P PeaCh thin322について

第1年目の結果よ少展着剤を使用しなかった場合は，

4∝仁Ppm前後に，．また展着剤を使用した場合には却Pnn

前後の浪慶に満開後5日頃までの散布に効果が期待され

るように思われた．したがって第2年日はこのようを区

に重点をおいて次のように訳験した．

（D　試験方法

大久保，8年生樹を使用し，加PPm，且氾Ppm，4肺

PPm，500PPm，孤）PPm，＋ソルポンT（1．2∝／1彪）

弧）PPm＋01yeerino（82痴）を満開後2日，5日に

散布を行をレ，大枚単位を1区とし，1樹に2～4ヶ所

の試験区を設けた．

冨召査方法は摘果効果の現われる時期封エび程度につい

ては，瀾開時の花数と満開後5日，10日．15日，22

日，27ヨ，31日，40日の着果数を調査して，着果

減少歩合について無散布区と比較した．

第1表　ACP P8aeh thln　3盟の摘果（大久保　8年生）
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第1表，第1回にみられるように供試した．hづ九の

区でも摘果効果が認められたが，消閑後2日散布の500

PF血を除いて沢皮の高い程，また消閑後2日散布よ少5

日散布の方が効果が大きかった．時K2的：円加＋ソルポ

yT，別fPm＋Glyeerineは，消閑後2日，5［］散

布のhづれの区でも摘果効果が大書かった．

摘果効果の現われる時期としては，消閑後15～22

日の間であった．しかし無処理区で生理落果の始まる満

開後40日頃には，その差はr二言まった．

薬害においては，満開後2日，5日散布のいづれの区

でも認められなかった．
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第1図　ACP Peach thin　322の着果減少状況

辟）考　察

着果分布が均等で，しかも残存果数が最も少なく，仕

上摘果時にほんの少し摘果する笹までよかった区は，5

日散布の都fPm＋81ycerine，瓢PPm十ソルポ／T，

ま的PPm，400PPm区が追当するように感じられた．

昨年の成畠によると溝閑後5日散布区の4∞fPd区は

②　試験結果および考察

第2表　ドルマントの摘果効果（大久保6年生）

薬等があわ思わしくなかった．しかし本年の給兼では樹

によって摘果効果に差はあるが，薬害もなく，摘果効果

も適当していた．

このように本年は昨年に較べると．散布時期による効

果が異なるのは，符丁勢，気候状態などが異なるための結

果であろう．

参考として調べた紙果校の長短による摘果効果鱒明確

性を欠くが，虚栄枚においてやゝ効果が大きいようであ

る．

また果実の向による効果では，上向の果実が摘果効果

少なく，慨下向の果実は効果が，大きいようであった．

之　ドルマントにつレ、て

第1年目は0．02　0．鵬多液を消閑時に散布したが，

全然摘果効果が認められなかったので，第2年目にはも

？と高濃度の区を設けて試験した・
（D　試験方法

大久保，6年生村を使用し0．肌帝，0．鳩扉のn象を巧

痴開花喝㍉75多開花2日後に散布をおこなレ・大枚単

位を1区として1樹2－4ヶ所の試験区を設けた・

散布方法及び調査方法はACP・Peaeh thin322に準

じて行った．
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第2回ドルマントの着果浜少状況

第2表，第2図に示したとお♪であるが，摘果効果は

消閑時および消閑後2日のいづれにおいても，0．鴨感で

著しく，摘果過度の結果校もみられたが，全体を平均し

てみれば予備摘果として摘当夜着果状態であった．

0．鵬多忙かいては予備摘果としては残存果がやゝ多い

ように思われた．

稀果効果の現われる時期としては，散布後20日頃よ

少明確になったが，浪症の高いもの程早く現われた．

薬害については散布2日後から斑点状に花弁が退色し，

また花柱は退色萎絹しその程度は，満開時散布は消閑後

2日散布ユタ薯しかった．

昨年は摘果効果が認められなかったが，本年は0．仙界，

0．鳩車ともに満開時およびその2日後の散布，hづれ托

塞Hハても高い摘果効果が認められた．特に0．他界の摘果

効果からみて，この程皮のものを使用すれば摘果労力が

脛減されるし，また早期に摘果効果が現われることから

も実用性があろうと考えられる．

しかしながら結果枚の種類別，樹勢，樹全体に散布し

た場合の摘果の程度について更に検討する必要があろう．

a　ナフタリン酢醍

第1年臼は大久保10年生樹を使用し，満開後30日

に20PPm液の散布で望ましい笹変に，摘果効果を現わ

したが，勢力の強い結果横では部分的に全部落果してい

る個所も見受けられた．40PPm，60P mでは落果が

多くなカ，実用以上の蹄果効果を示した．また消閑後幻

日散布の20Pfm，40Ⅰ）Pm，60Ⅰ）Pmでは効果がみら

れなかった．
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薬書については，いづれの区でも新輪の歪曲があカ，

乗がやゝ内側に巻いた状態がみられた．

第2年且には，満開後30日に20f〉Pm，20：P三m十

ソルボンで，40Ⅰ）知を散布したが，各駅直とも無散布

区の落果に比して高い摘果効果が認められた．特に高蔭

鹿のもの程高く，20‡）Pm区ではソルポ／Tを加えた区

が高かった・しかし枝の状啓，或は方向などにより摘果

の程度にかなカ差があれ各曲度とも残果のない枝が多
く認められた．

摘果効果の現われる時期は，散布後7～8日頃から果

実の肥大が悪くなれ散布後は～遁日頃には果便部を枝

に残して急激に落果をはじめ，故布餃10～20日間に

重りハて無散布区の落果率に比して高い有意性を認めた．

薬害については，40Ⅰ）蝕区で新栂の歪曲があ少，菜

が内側に巻いた．しかし20PPm，20押m十ゾルボンT
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では軽度であった．

4　3　C‡）について

3CPは助果の頃に処理する摘果剤として考えられる

ので・本県のように霜害の危険のある地帯では，本剤に

期待するため大久保9年生樹を使用し，満開後20日，

25日，30日に50PPm，100PPm，劫）PPm，亜PEm

を散布したが賃等が現われ・また遅く散布したもの程，

高段変のもの程苦しく，特に溝閑後30日散布の4叩ppm

Kかいては殆んど詰責した・しかし溝関後20日散布の

加PPmでは薬害少なく，また摘果効果も望めるようで1

あった．

したがって3C‡）の今後の試験としては，満開後から

20日ぐらいまでの間における処理（散布時期，農産，

展着剤加用など）について更に検討する必要があろう．

ぶ　ど　う　根　群　調　査　に　つ　い　て

第2報枯木を異にした地上部及び地下部の発育について

鈴木　宏・丹野貞男

（秋田県果樹試）

1・　ま　え　が　を

ぶどう園も近年草生栽培が行われ，施肥及び桝うん等の

土壌取扱いの点から，根群の分布及び伸長状況を知力，

栽培管理の資料を得る目的の一環として仁砧木を異にし

た場合の地上部の伸長及び地下部の状況について比較調

査したのでその結果を報告する．

2・　摘∴誼　方　法

供試品種はキャンベル7－リー，枯木はハイブリット

フラン（H・ア）タロアールドモンベリー（〇・M）テレ

キ5IiB（T5BB）挿木首各々2本宛用いた．遁餌年

4月13日，根箱（60×45×55用）に1本宛，ガラス

面から約10m離れた場所に定植し，樹が伸長を始めて

から停止するまでの期間（4月～10月）旬毎にガラス

面に発根伸長して来る地下部の根数及び伸長量をガラス

面に記入し，長さはキルビメーターで測定した．1年目

は首の伸長窄まを，2年目は先端新相について，3年巳

は先端から5本の新稗の生長を測定した．根箱の地温は

深さ80e市を9時，12時，15時の3回酬定日に調査

した．

19位年11月26日に堀上げ解体し，枯木の差異搾よ

る地上部及び地下部の生長室を調査した．

5・　嗣査成紐並びに考察

L　地下部の伸長

地下部の伸長状況は第1表及び第1図に示した．3ケ

年間の砧木別伸長状況は1和年は植付年産でガラス面へ

の出現はおくれ，かつ伸長周期も2年目，3年日の経過

と臭ったが，2年日と3年目は生長周期は枯木が臭って

も類似の傾向がみられた．量は砧木によってらがった．

発根伸長開始はHF砧及びで5BB地が粕々早く，5月

上旬であったが，GM貼及び挿木は5月上中旬からみら

れた・伸長停止期はH下1帖が最もかそく．1月中旬であ

ったが，その他は10月上旬であった．又根の発根周期

はHp．G M，T5B】∋帖共に3回みられた．窮1回は

5月上旬から6月下旬，第2回は7月上旬から8月中旬．

第3回は8月下旬から10月中旬であ少，最も発根の旺

盛なのは第2回目の頃であった．挿木区のみは根の伸長

は緩慢で，6月上旬から8月上旬にかけて第1回呂，そ

の後10月上旬までの2回目のようである．


